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■平成25年度の目標に対する自己点検・評価

Ⅰ．学長の定める重点目標

　Ⅰ－１．教員養成大学教員としての授業実践

　１．目標・計画　１．目標・計画　１．目標・計画　１．目標・計画

　２．点検・評価　２．点検・評価　２．点検・評価　２．点検・評価

自己評価報告書（最終報告）自己評価報告書（最終報告）自己評価報告書（最終報告）自己評価報告書（最終報告）

言語系コース（国語）／黒田
俊太郎

　中央教育審議会は、「教職生活の全体を通じた教員の資質能力の総合的な向上方策について」答申したが
（平成24年8月28日）、その中で「教員を高度専門職業人として明確に位置付ける」と提言している。この答申の
考え方を実現するため、教員養成大学に籍を置く教員として、将来、教師を目指す学生に対してどのような授業
実践を展開すればよいか。あなたの取り組みを、①授業内容、②授業方法、③成績評価の三つの観点から示し
てほしい。

①授業内容
私は言語系コース（国語）で近代現代文学を担当している。私が教師を目指す学生に身につけてもらいたいのは、教材（小
説、詩、説明文など）を読解する能力である。小説を読解する場合を考えてみよう。小説読解にも方法・理論がある。むろん
それらに縛られるのは良くはないが、生徒たちの豊穣な解釈を引き出すためにも、教師は高いレベルで文学理論を習得・理
解する必要がある。それに加えて、小説読解に際しては、「初出情報」「作者情報」「先行研究」「同時代評」といった基本情
報を事前に調査する必要がある。これはいわゆる「教材研究」にあたる作業といえるが、①「教材研究」とは何か、②なぜし
なければならないのか、③どのように調査すればよいのか、これらのことへの理解がしっかりと着実に就学期間の中で深ま
るような独自のカリキュラムづくりをして行きたい。

②授業方法
学部生を対象としたカリキュラムを想定してみよう。先ず初年度教育においては、講義を聞き、ノートを取る方法に始まり、
図書館の利用を含む文献調査の方法などについて学んでもらう。２年次には、基礎的理論を学んでもらう授業を行う。また
別の文学史の授業において初年度教育で学んだ文献調査の方法を生かし発表をしてもらう。３年次には、実際に小説テク
ストの分析を演習形式の授業で行なってもらう。４年次にも演習形式の授業があるので、さらに意欲のある学生に対して
は、より高度な読解が出来るよう、理論・調査の両面から指導したい。

③成績評価
〈読解できた〉ということは、外部から判断することが極めて難しいことである。ただし、ある解釈が論理的に妥当か否かとい
う判断は可能だろう。生徒の自立や人間理解に小説などを読むことが資するとすれば、多くの生徒が納得できるような的確
な解釈を導ける客観性と論理性を身につけているかということが、評価の基準となると思われる。

①授業内容
文学的教材（国語）に対する高度な次元での「教材研究」の実践のために必要な能力を修得することを目的としたカリキュラ
ムに基づき，講義を実施した。

②授業方法
上記の能力（先行研究・同時代評の収集・分析能力，小説テクストの分析能力など）を無理なく修得できるようイメージして
設計されたカリキュラムに基づき，ワークシート・レポート・演習における口頭発表を実施することで，修得した知識・能力の
定着をはかった。

③成績評価
小説テクストや先行研究・同時代評に対する，演習における口頭発表・テスト・レポート等における分析が，独創的かつ客観
的証左に依拠していたかということを判断基準とし評価した。



Ⅱ．分野別

　Ⅱ－１．教育・学生生活支援
　１．目標・計画　１．目標・計画　１．目標・計画　１．目標・計画

　２．点検・評価　２．点検・評価　２．点検・評価　２．点検・評価

　Ⅱ－２．研究
　１．目標・計画　１．目標・計画　１．目標・計画　１．目標・計画

　２．点検・評価　２．点検・評価　２．点検・評価　２．点検・評価

①全体としてはⅠで取り上げたことに取り組み、学生の実践能力の向上を図る。
②ゼミ生に対しては、卒論・修論の完成に向けて、より緻密な指導を行う。
③学部１年次生クラス担当教員として、初年度教育の充実を図る。

①各学年で設定した学生の実践能力における修得目標の達成に向け尽力した。
②卒論・修論の提出に向けて研究計画をたてさせ、適切な指導を行った。
③学部１年次生クラス担当教員として、生活面・学習面のアドバイスを行った。

①これまで行なってきたロマン主義文学に関する研究を継続して行い、学会発表・学会誌への投稿を行う。
②四国地方を中心とした学外の研究者とも積極的に交流をはかり、地域文学に関する調査研究を行う。

①自身の研究テーマに基づき、２つの学会で口頭発表を行い、論文4編を公刊した。
②学会等を通じて四国・関西地方の近代文学研究者との交流をはかった。また、徳島県出身の文学者に関する論文を執筆
した。



　Ⅱ－３．大学運営
　１．目標・計画　１．目標・計画　１．目標・計画　１．目標・計画

　２．点検・評価　２．点検・評価　２．点検・評価　２．点検・評価

　Ⅱ－４．附属学校・社会との連携，国際交流等
　１．目標・計画　１．目標・計画　１．目標・計画　１．目標・計画

　２．点検・評価　２．点検・評価　２．点検・評価　２．点検・評価

①学部入試委員会委員としての業務に携わる。
②赴任２年目のため、十分な理解に至っていない所属コースの業務の内容を把握し、業務の実施に努める。
③教育実習生の授業には出来る限り参加し、受け入れ校との連携を図りながら適切な指導を行う。

①学部入試委員会委員として，大学入試センター試験・学部入学試験（前後期）の円滑な運営・実施に尽力した。
②所属コースの業務内容を理解し，その遂行に努めた。
③教育実習生の研究授業・評価授業に積極的に参加し，受け入れ校と連携しながら，指導を行った。

①学部附属連絡協議会及び附属校の授業研究会等に参加し、研究の専門に応じた指導・助言を行う。
②依頼に応じ、公開講座の講師として講座を開講し、社会に貢献する。
③地域で開かれる研究会に参加するなどして交流をはかり、地域の文化的活動の新興に貢献する。

①新任大学教員の附属学校における研修におもむき，附属校・園の状況把握に務めた。
②学部附属連絡協議会及び附属校の授業研究会等に参加し，自身の研究の専門に応じた指導・助言を行った。
②公開講座の講師として講座を開講した。
③徳島県出身の文学者に関わる資料を参照し、地域の文学史・文化史的情報の発掘に努めた。



　Ⅲ．本学への総合的貢献（特記事項）

①平成26年度科学研究費補助金について、研究代表者として１件の課題を申請した。
②文部科学省特別経費「教員養成モデルカリキュラムの発展的研究」の推進の一環として，「教科内容学に基づく小学校教
科専門科目テキスト　国語」の執筆に尽力した。


